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※ 全日制高校数は 1学年を募集している学校数 
※ 中学校卒業予定者数の算出について、H20年～R13年は学校基本調査(各年 5月 1日)を基にした生徒数。R14年～R18年は県の人口移動調査(R3年 10月 1日)に基

づく推定値 
※ R6年以降の平均学級数(学級数÷学校数)は、公私比率を 70.8％と仮定し、学校数を 34校で維持した場合の見込み 

 

 

 

 

中卒 
予定者数（人） 

平均学級数 再編統合実施 
5.0 に回復 

再編統合実施 
5.0 に回復 

中学校卒業予定者数 

H30.3 大幅減 
1 万人割込む 

R4.3 
9 千人割込む 

R15.3 
7 千人割込む 

43 校 
(H13～
H21) 

34 校 
(R2～R5) 

38 校 
(H22～R1) 

平均 
学級数 

R10.3 
8 千人割込む 

H22 H30 R2 R5 R10 R18 

全日制高校数 

R13 

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度

10,539 10,039 10,305 10,093 10,063 10,189 10,103 10,116 9,659 9,552 9,305 9,037 8,910 8,751 8,629 8,469 8,155 8,033 7,864 7,834 7,676 7,580

5.0 4.7 4.9 4.8 4.8 4.8 4.8 4.8 4.6 4.5 5.0 4.9 4.8 4.6 4.6 4.5 4.4 4.3 4.2 4.2 4.1 4.0

年度

中卒予定者数

平均学級数
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２－１ 

２－２ 

高１ 中３ 中２ 中１ 小６ 小５ 小４ 小３ 小２ 小１

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度

163 158 156 153 148 145 142 142 139 137

－ ▲ 5 ▲ 2 ▲ 3 ▲ 5 ▲ 3 ▲ 3 ０ ▲ 3 ▲ 2 

－ ▲ 5 ▲ 7 ▲ 10 ▲ 15 ▲ 18 ▲ 21 ▲ 21 ▲ 24 ▲ 26 

※学級数は、現行（R5～R7）の公私合意比率(70.8%)を用いて、仮に算出した暫定的なものであり変動がありうる数である

（R4基準累積）

R4年度の在籍学年

年度

学級数

（対前年比）

今後の県全体の学級数の見込み 

 

 

 

 

 

 

 

現行の学級編制の考え方 
 

○ 基本的な考え方 

(1) １学級の生徒数は、40人を標準とする。 

(2) 募集率は、中学校・義務教育学校卒業予定者の70.8％程度とする。 

(3) 普通科割合（総合学科を除く）は、66％程度とする。 
  
○ 学区ごとの学級増減数の設定方法 
 ① 当該年度の中学校卒業予定者数をもとに、募集率により県立高校の募集定員を決定する。 
② 富山県立高等学校通学区域設定規則にある４学区において、それぞれの中学校卒業予定者数の動向により 

各学区の学級数の増減を判断する。 
 
○ 学級増減の対象となる学校・学科の設定方針 

  (1) 地域別の中学校卒業予定者数の動向 
    (2) 志願者数の動向（一般入学者選抜志願状況） 

(3) これまでの学級数や募集定員数の増減の経緯 
(4) 各高校の学科構成  
上記(1)～(4)などの観点から、総合的に判断している。 

（県立全日制高校） 学級編制 



公私比率（県立・私立高校の入学定員割合）について

１ 公私比率の決定方法

公私立高等学校連絡会議において公私合意のもとで決定

・平成14年度以降は３年ごとに決定

・令和３年度は、令和５～７年度（３年間）の公私比率を決定

２ 公私立高等学校連絡会議

文部省通知（S50.9.1）に基づき、「公私立高等学校が協力して本県高等学校教育の振興を図る

ため、公私立高等学校の諸問題について連絡調整を行う」ため、昭和55年度に設置

主なテーマは「公私比率」

・構成：経営管理部次長（座長）、私学関係者５名、県教委４名、学振課長

・開催頻度：平年は年１回、協議年は年４回程度

３ 現在の公私比率の合意内容（令和３年度決定）

３①

項　目 内　　容

調整期間 令和５～７年度

比率の母数 県内中学校卒業予定者

　※定時制昼間単位制、夜間定時制・通信制、特別支援、国立高専、専修・各種、就職者(1/2)は対象外

公私比率 私立　22.6%程度

県立　72.2%程度（全日制70.8%、定時制昼間単位制1.4%）

算出方法 (中学校卒業予定者数:100－対象外の実績比率)を現行比率で按分

３



４ 公私比率の推移

５ 近年の定員の充足率

調整期間 対象外比率 私立高校 県立高校

Ｈ14～16 4.5% 22.5%程度 73.0%程度（全日制71.8%程度）

Ｈ17～19 4.8% 22.4%程度 72.8%程度（全日制71.6%程度）

Ｈ20～22 5.7% 22.1%程度 72.2%程度（全日制70.8%程度）

Ｈ23～25 5.2% 22.2%程度 72.6%程度（全日制71.1%程度）

Ｈ26～28 5.0% 22.3%程度 72.7%程度（全日制71.2%程度）

Ｈ29～31 5.4% 22.2%程度 72.4%程度（全日制71.0%程度）

Ｒ２～４ 4.7% 22.4%程度 72.9%程度（全日制71.6%程度）

Ｒ５～７ 5.2% 22.6%程度 72.2%程度（全日制70.8%程度）

定員 a 実員 b 充足率b/a 定員 a 実員 b 充足率b/a

Ｈ31(R1) 2,125 1,989 93.6% 6,781 6,707 98.9%

Ｒ２ 2,090 1,859 88.9% 6,662 6,570 98.6%

Ｒ３ 2,020 1,882 93.2% 6,470 6,326 97.8%

Ｒ４ 2,000 1,867 93.4% 6,378 6,186 97.0%

年度
私立高校 県立高校

３②

４
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（県立全日制高校） ４－１  

 

普職比率の設定経緯 

 

○ 普通系学科と職業系学科の定員の割合については、昭和 63年以降、各学科の定員割合については、普通系学科と 

職業系専門学科の割合が、それぞれ 66％程度、34％程度となるように配慮しながら、産業構造の変化や各学科に 

対する生徒・保護者のニーズなどを踏まえて設定してきた。 

○ 普通系学科の定員割合については、普通系学科全体として維持することが望ましい。 

（県立学校整備のあり方等に関する報告書[H28.4]） 

普職比率 



(1)

(2)

(0)

(1)

学級数

１学級 南砺平 (普1)

158 29 65 44 20

(　　)は、１学年の学級数

福岡 (普3)

２学級

３学級 (6)

魚津工業 (工3) 中央農業 (農3) 大門 (普3)

雄山 (普2家1) 伏木 (国3)

富山西 (普4) 新湊 (普3商1) 砺波工業 (工4)

高岡南 (普4) 石動 (普3商1)

滑川 (普2工1商1水1)

富山東 (普6)

呉羽 (普6)

４学級 (10)

魚津 (普4) 八尾 (普4) 小杉 (総4) 砺波 (普4)

５学級 (7)

入善 (普4農1) 富山いずみ (総4看1) 高岡商業 (商5)

桜井 (普3工1家1) 富山南 (普5) 氷見 (普2農水1商1家1)

上市 (総4)

７学級 高岡工芸 (工7) 南砺福野 (普4国1農1福1)

６学級 (7)

富山北部 (普3工2商1) 高岡 (普4探2)

富山商業 (商6)

富山 (普4探2)

富山中部 (普4探2)

令和５年度学校別設置状況

学級数/学年 (学校数) 新川学区 富山学区 高岡学区 砺波学区

８学級 富山工業 (工8)

（県立全日制高校） ４－２普職比率
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学
　
校

学
級
数

定
　
員

学
　
校

学
級
数

定
　
員

学
　
校

学
級
数

定
　
員

学
　
校

学
級
数

定
　
員

入善 4 160 富山東 6 240 高岡 4 160 砺波 4 160
魚津 4 160 呉羽 6 230 高岡南 4 160 南砺福野 4 160
桜井 3 120 富山南 5 200 新湊 3 120 石動 3 120
滑川 2 80 八尾 4 160 大門 3 120 南砺平 1 30
雄山 2 80 富山西 4 160 福岡 3 120

富山 4 160 氷見 2 80
富山中部 4 160
富山北部 3 120
富山 2 80 高岡 2 80

富山中部 2 80
国際 南砺福野 1 30
国際交流 伏木 3 120

計 92 3,650 15 600 40 1,590 24 960 13 500

農業 入善 1 30
生物生産
園芸デザイン
バイオ技術
農業科学 氷見 1 20
農業環境 南砺福野 1 30
海洋 滑川 1 40
海洋科学 氷見 1 20
機械 魚津工業 1 40 高岡工芸 1 40 砺波工業 2 80
機械工学 富山工業 2 80
電子機械 高岡工芸 1 40
電子機械工学 富山工業 1 40
電気 魚津工業 1 40 高岡工芸 1 40 砺波工業 1 40
電気工学 富山工業 2 80
電子 砺波工業 1 40

158

普
通
系
学
科

普通 82

令和５年度学科別設置状況

富山学区 高岡学区 砺波学区

理数科学・　　*1
人文社会科学

大
学
科

学
級
数

定
　
員

小
学
科

新川学区

150

職
業
系
専
門
学
科

3,260

理数・
英語

6 240

水産 2 60

国際 4

工業 26

農業 6

1,030

中央農業 3 78

（県立全日制高校）

*2

*2

*2

*2

４－３①普職比率
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学
　
校

学
級
数

定
　
員

学
　
校

学
級
数

定
　
員

学
　
校

学
級
数

定
　
員

学
　
校

学
級
数

定
　
員

情報環境 魚津工業 1 40
金属工学 富山工業 1 40
建築 高岡工芸 1 40
建築工学 富山工業 1 40
工芸 高岡工芸 1 30
デザイン･絵画 高岡工芸 1 40
土木環境 高岡工芸 1 40
土木 桜井 1 40
土木工学 富山工業 1 40
薬業 滑川 1 40
くすり・バイオ 富山北部 2 80
商業 滑川 1 40 新湊 1 40 石動 1 40
ビジネス 氷見 1 40
流通ビジネス 富山商業 2 80 高岡商業 2 80
国際ビジネス 高岡商業 1 40
ビジネスマネジメント 富山商業 1 40
会計ビジネス 富山商業 1 40 高岡商業 1 40
情報ビジネス 富山商業 2 80 高岡商業 1 40
情報デザイン 富山北部 1 40
生活環境 桜井 1 40
生活文化 雄山 1 40
生活福祉 氷見 1 40

看護 1 40 看護 富山いずみ 1 40
福祉 1 30 福祉 南砺福野 1 30

計 55 2,078 10 390 21 798 17 630 7 260

総合 12 460 上市 4 150 富山いずみ 4 150 小杉 4 160

計 12 460 4 150 4 150 4 160 - -

159 6,188 29 1,140 65 2,538 45 1,750 20 760

　「令和5年度富山県立学校募集定員等」（R4.8発表）による

令和５年度学科別設置状況

120

学
級
数

定
　
員

総
合
学
科

総計

*1　理数科学科と人文社会科学科は、探究科学科と総称している
*2　氷見高校の農業科学科と海洋科学科は、農業と水産のそれぞれに１学級として集計

職
業
系
専
門
学
科

(工業) (26) (1,030)

商業 16 640

家庭 3

高岡学区 砺波学区
大
学
科

小
学
科

新川学区 富山学区

（県立全日制高校） ４－３②普職比率
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単位は％

年度 普通系 職業系 年度 普通系 職業系

H元 65.8 34.2 65.8 34.2 H19 61.8 31.6 6.6 66.1 33.9

2 66.0 34.0 66.0 34.0 20 61.5 31.8 6.7 65.9 34.1

3 65.9 34.1 65.9 34.1 21 61.7 31.9 6.3 65.9 34.1

4 65.5 34.5 65.5 34.5 22 63.3 30.2 6.4 67.7 32.3

5 65.6 34.4 65.6 34.4 23 62.6 30.6 6.7 67.1 32.9

6 65.7 34.3 65.7 34.3 24 63.1 30.4 6.6 67.5 32.5

7 64.3 33.7 1.9 65.6 34.4 25 62.8 30.5 6.7 67.3 32.7

8 64.2 33.8 2.0 65.5 34.5 26 62.9 30.4 6.7 67.4 32.6

9 63.0 32.8 4.2 65.7 34.3 27 63.3 30.0 6.6 67.8 32.2

10 63.0 32.8 4.2 65.7 34.3 28 63.1 30.2 6.7 67.6 32.4

11 62.7 33.0 4.2 65.5 34.5 29 63.1 30.2 6.7 67.6 32.4

12 62.9 32.7 4.4 65.8 34.2 30 61.2 31.8 7.0 65.8 34.2

13 62.4 33.0 4.6 65.4 34.6 R元 62.1 31.4 6.5 66.4 33.6

14 61.6 31.3 7.1 66.3 33.7 2 60.2 32.6 7.2 64.9 35.1

15 61.8 31.6 6.6 66.1 33.9 3 60.1 32.8 7.1 64.7 35.3

16 61.8 31.6 6.6 66.1 33.9 4 60.4 32.4 7.2 65.1 34.9

17 61.7 31.8 6.4 66.0 34.0 5 59.0 33.6 7.4 63.7 36.3

18 61.8 31.6 6.6 66.1 33.9
※「普通系学科」には、H17より普通科・理数科・国際科を、H23より英語科を含む

普職比率の推移

総合学科を除く

学科別募集定員割合 学科別募集定員割合

総合学科を除く
普通系 職業系 総合学科 普通系 職業系 総合学科

（県立全日制高校）普職比率 ４－４
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５－１

各学区の配置状況

●県立 ■私立

学 区

※ 令和４年度設置校
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単位は％

募集率 充足率 募集率 充足率 募集率 充足率 募集率 充足率 募集率 充足率

H16 73.0 100.0 70.7 100.0 73.6 100.0 67.5 99.4 71.6 99.9

17 71.6 100.0 71.5 100.0 73.0 100.0 68.3 100.0 71.5 100.0

18 71.8 100.0 71.0 100.0 72.3 100.0 70.7 99.5 71.5 99.9

19 72.6 99.0 71.0 100.0 70.5 100.0 73.3 99.4 71.5 99.7

20 72.0 99.3 69.7 100.0 70.1 100.0 73.5 98.0 70.7 99.6

21 72.0 100.0 69.2 100.0 70.3 99.4 73.6 99.2 70.6 99.7

22 72.0 99.5 70.5 100.0 69.6 100.0 73.7 100.0 70.9 99.9

23 71.7 100.0 70.7 100.0 69.7 100.0 72.6 99.7 70.9 100.0

24 71.8 100.0 70.5 100.0 69.3 100.0 75.1 99.6 71.0 99.9

25 71.4 100.0 70.2 100.0 70.6 100.0 72.8 100.0 70.9 100.0

26 70.8 100.0 70.5 100.0 69.8 99.9 75.9 99.0 71.0 99.8

27 72.5 98.7 70.5 99.6 70.7 100.0 70.2 100.0 70.9 99.6

28 71.5 99.9 71.0 100.0 70.7 100.0 71.8 98.0 71.1 99.7

29 69.9 100.0 70.9 99.3 71.3 100.0 72.5 100.0 71.0 99.7

30 69.6 98.9 70.8 98.8 71.2 100.0 70.6 98.3 70.6 99.1

R元 71.4 97.7 70.9 98.9 70.6 100.0 71.6 98.3 71.0 98.9

2 70.8 97.3 71.5 98.2 71.6 99.7 73.3 99.5 71.6 98.6

3 72.2 94.0 71.7 98.0 71.8 99.8 69.9 97.9 71.6 97.8

4 71.1 94.3 71.4 97.7 72.5 98.2 70.7 95.7 71.6 97.0

5 70.0 - 70.6 - 71.3 - 70.9 - 70.7 -

学区別の募集率推移と募集定員充足率

年度
高岡学区 砺波学区 全県富山学区新川学区

（県立全日制高校）学 区 ５－２
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富山県内の私立高校の設置状況

５－３

学校名 設置者名 設置学科名 収容定員
在籍人数
(実員)

募集定員
入学者数
(実員)

設置エリア

不二越工業高等学校
学校法人
不二越工業高等学校

情報機械 415 410 140 123 富山

龍谷富山高等学校
学校法人
藤園学園

普通 815 662 265 251 富山

高岡第一高等学校
学校法人
高岡第一学園

普通 785 597 255 187 高岡

富山第一高等学校
学校法人
富山第一高等学校

普通 1,190 1,215 395 411 富山

高朋高等学校
学校法人
神通学館

普通 315 237 100 70 富山

高岡向陵高等学校 普通 530 527 175 212 高岡

新川高等学校 普通 390 274 125 119 新川

普通 455 403 145 109

調理 120 65 40 22

富山国際大学付属高等学校
学校法人
富山国際学園

普通 755 766 250 277 富山

片山学園高等学校
学校法人
片山学園

普通 340 257 110 92 富山

※収容定員・募集定員は令和４年度。在籍人数（実員）・入学者数（実員）は令和４年５月１日現在

学校法人
荒井学園

高岡龍谷高等学校
学校法人
清光学園

高岡
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